
教員氏名 後藤　洋

主な担当科目 オーケストレーション,吹奏楽概論Ⅰ,吹奏楽概論Ⅱ,作曲

授業改善のために
取り入れた研修内容

特にない。
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受講の学生の理解度、課題の進捗を判断し、可能な限り個別の学修をケアする。また、個別の問題をクラス全体で共有し、学生たち
の意見を個別の学習の問題としてフィードバックする。
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ほぼ達成することができたと考える。
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に関する自己評価

FD研修会には参加しているが、それらの研修で得た内容を授業や学生指導に十分に反映させているかについては、疑問が多い。
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１）アンケート結果に対する所見 

2026 年度春学期に関する「学生による授業アンケート」の結果を検証し、授業に対して概

ね評価する方向に意見が集中していることを確認し、安堵した。ただ１点、「この授業は所定の

回数実施され、規定時間通りに実施されている」という設問に対し「少し思う」というやや消極

的な評価が僅かにあったことについては考えさせられた。これは、私の授業が「内容の区切りの

よいところで、しばしば早めに終了している」ことに対しての評価と考えられる。セメスター制に

なり、各授業の時間が 90 分から 100 分になったことはもちろん理解しているが、授業が 100

分以内に終わらないことを恐れるため、短めに授業の内容を計画する傾向にあり、実際、80 分

程度で授業を終了することがあった。 

 

２）要望への対応・改善方策 

100 分の授業時間を有効に使うために、事前の授業計画をさらに綿密に、慎重に立てるこ

とを心がけたい。時間に余裕がある場合は学生自身による活動の時間を作る、その授業の内

容を振り返り、フィードバックするなどのオプションを常に準備しておく必要がある。そしてその

ことは、必ずしも困難ではない。 

 

３）今後の課題 

100 分の授業を可能な限りシミュレートし、充実した時間であったとより多くの学生に感じ

てもらうこと。そのために急がずに授業を進めること。 

 

以 上 
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